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本年が大政奉還、来年が明治維新
１５０年の節目の年となりますこと
から近年幕末への関心が増しつつあ
ります。そこで本講演では、幕末の
動乱における桑名藩と津藩の行動を
たどると共に、桑名市博物館で開催
中の「幕末維新と桑名藩」の見どこ
ろを紹介いたします。来年の大河ド
ラマの予習もかねて、ぜひ地域の歴
史を学ぶ機会にしていただければ幸
いです。

地震や雷といった自然現象、異常気
象、細菌やウイルスによる流行病 ( は
やりやまい ) などの原因をモノノケ
（鬼や厄神 ( やくじん ) など）や怨霊
の仕業と信じていた時代がありまし
た。祟るモノと祟られる者、化ける
モノと化かされる者など、シチュエー
ションはさまざま。「災い」という不
安と恐怖の中に、何を見いだし、ど
のようにして避けようとしていたの
かを紹介します。

三重県生涯学習センター 3階 まなびぃ場情報コーナー「みるシル」
※セミナー会場は各ミュージアムではありません

事前申込制
先着順

三重のおもしろミュージアムの

とっておきセミナーを三重県生涯学習センターで！
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斎宮歴史博物館
船越 重伸 さん

講 師

学芸普及課

10/17 火 木13:30 15:00

桑名市博物館
杉本  竜 さん

講 師

館　長
講 師講 師 パラミタミュージアム

湯浅  英雄 さん学芸部長

10/29 日 11/ 9

受講
無料

並河靖之は 1845 年 ( 弘化 4) 京都に
生まれ、青蓮院家の近侍を経て、28
歳で七宝の制作を始めました。明治
政府によって日本の七宝も欧米への
輸出が奨励されましたが、とりわけ
並河はその技量と意匠感覚によって、
欧米でも数々の賞を受賞しています。
今回は明治期の日本七宝の展開を並
河靖之の足跡をたどりながら一望し
ます。
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三重県生涯学習センター tel.059-233-1151／ fax.059-233-1155問合・申込先

10月 3日（火）

日 程セ ーミ ナ

斎宮歴史博物館

伊藤小坡美術館

松浦武四郎記念館
10月 9日（月･祝）

桑名市博物館

海の博物館
  9月   日（金）22

10月　　日（火）17

11月 9日（木）　　日10 月 （日）29
パラミタミュージアム

鈴鹿市考古博物館
巡る！
10月  5日（木）

番 外 編
現地見学

松平定敬写真（桑名市博物館蔵） 花鳥図飾壷

浮世絵 三國妖狐図會、華陽婦人　三重県総合博物館蔵
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